




















































































































































































































































































































































































































































及はあるものの、 「養女求婚記事」中での「ほととぎす」の役割、あるい 上巻冒頭 場面との対応という点は深く追究されてはこなかった。そこで、本節では求婚記事中の「ほととぎす」 上巻冒頭場面との対応を考察してみたい。なお、比較の際に 和歌の表現の類似、散文中の語彙の類似など、複数の観点から幅広く検討していくこととする。　
まず、 『蜻蛉日記』中の「ほととぎす」全用例について整理して





























































































































































































































































































































































































































































































































































































きところは破り取りてさし出でたれば 簀子にすべり出でて、おぼろなる月 あてて、久しう見て入りぬ。 「紙の色にさへ紛れて、さらにえ見えたまへず。昼さぶらひて見たまへむ」とてさし入れつ。…（中略
（
…これなること、ほのかにも見た

















































































































































































































































































































































































































































































































「みのう」 「かげ」 「……つつ」という表現の一致は、なにか下敷きになるような和歌あるいは型があり、それに則ったものとも思わる。 「かけはなれつつ」の先行する用例は管見の限りでは見当たら






































入れなかったのか、そもそもすべてが作者の手によるも なのか検証が不可能な点ではあるが、ひとまず遠度の詠作があったと仮定すると、やはり遠度自身が『蜻蛉日記』上巻を読んでいたのであろう。上巻の兼家をもどくように「ほととぎ 」の和歌を み、それが作者の手によって養女求婚記事中で大きく機能することとなっと推察される。しかし、作品の成立および享受 いう大きな問題を含み持つため、この点についてはさらに慎重な検討が必要である。　
以上、 『蜻蛉日記』養女求婚記事における「ほととぎす」および





れているが、物語での用法、すなわち『うつほ物語』の「あて宮求婚譚」 、『源氏物語』の「玉鬘求婚譚」などとする把握の仕方に倣い、以下、 「養女求婚譚」として理解していきたい」との指摘を参考にし、さらに物語・説話の話型を示す際に用いられる「……譚」という語を避けて 「養女求婚記事」と呼ぶこととす 。
（
（
  主なものに、石坂［一九八一］ 川村［一九八四］ 、守屋［一九九一］ 、大内［一九九三］ 、金子［一九九三］ 、川名［二〇〇〇］などがある。
（
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なげきつつあかしわびぬるふゆのよをみじかきものとしらせてしかな
 
『うつほ物語』 「国譲下」
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九二四
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